平成31年度　第３回安芸高田市・子ども子育て会議　議事録
日時：平成31年3月13日（木）19：00～
場所：クリスタル・アージョ4階　小ホール
議題
　ニーズ調査のアンケート結果について
議題に対するご意見・ご指摘
・認定保育園と認定こども園又は、保育園型認定こども園の違いや内容がわからない。

また認定こども園は市内では、該当する場所はどこなのか教えてほしい。（吉岡会長）

→認定こども園とは、保育所と幼稚園の機能を併せ持つ施設である。

平成30年度に「向原こばと園」が保育所から幼保連携型認定こども園に移行。 

平成31年度は甲田に「甲田いづみこども園」ができ、今までの公立保育所３軒を統合して新たにできる幼保連携型認定こども保育園である。

同じく、美土里町の「みどりの森保育所」と高宮町の「ふなさ保育園」、「くるはら保育園」を保育所型認定こども園に変更予定。
『幼保連携型』・・・法的な性質で言えば、児童福祉施設と学校教育施設の両方を併せ持った施設。大規模な施設では教室を分けているが安芸高田市では同じ部屋で子どもたちを預かっている。
『保育所型認定こども園』・・・基本は保育所であるが、３歳児以上で集団での生活や教育を希望する子どもを預かっている。

今までは保護者が働いていないと預けられなかったが、幼稚園の機能を持たしたことで保護者が仕事をしていなくても３歳児以上であれば預かっている。
補足として、幼稚園の保育時間は９時から14時で５時間、保育所の保育時間は２つに分かれていて保育短時間は８時半から16時半まで８時間、保育標準時間は７時半から18時半まで11時間である。
・P14⑰地域未来塾はいつ頃から始まったのか。（吉岡会長）
→教育委員会の事業で平成29年９月（２学期）から市内の小学校で展開し始めた。
事業内容は小学校５、６年生が対象で希望者の10名から20名程度が学校の授業終了後、16時半から18時の１時間半。無料の公営塾という位置づけで学校に残って宿題や勉強したりする。

・年度初めのPTAの総会では学校の方から小学校の５、６年生が対象なので周知されていると思う。
・教育委員会としても希望があれば参加していただきたいのでPRにも努める。

